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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の実デバイスと、前記複数の実デバイスの有する機能を組み合わせた処理を提供す
る仮想デバイスを管理する管理装置であって、
　前記実デバイスが有するオプション機能が変更されたことを検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出されたオプション機能の変更に対応して、当該オプション機能
が変更された実デバイスが属する第１の仮想デバイスの属性を変更する変更手段と、
　前記変更手段により変更された第１の仮想デバイスの属性と一致する属性をもつ第２の
仮想デバイスを判別する判別手段と、
　前記判別手段により第２の仮想デバイスが判別された場合、前記第２の仮想デバイスを
前記検出手段によりオプション機能が変更されたことを検出された実デバイスを含めて再
構成する再構成手段とを有することを特徴とする管理装置。
【請求項２】
　前記判別手段により第２の仮想デバイスが判別された場合、当該第２の仮想デバイスを
前記検出手段によりオプション機能が変更されたことを検出された実デバイスを含めて再
構成するか否かをユーザに問い合わせる問い合せ手段を有し、
　前記再構成手段は、前記問い合わせ手段による問い合わせに対するユーザの指示に応じ
て前記第２の仮想デバイスを前記検出手段によりオプション機能が変更されたことを検出
された実デバイスを含めて再構成することを特徴とする請求項１に記載の管理装置。
【請求項３】
　前記問い合わせ手段は、前記第２の仮想デバイスを前記検出手段によりオプション機能
が変更されたことを検出された実デバイスを含めて再構成した際に仮想デバイスが提供で
きる機能が制限される場合、その旨の内容を含めて当該第２の仮想デバイスを前記検出手
段によりオプション機能が変更されたことを検出された実デバイスを含めて再構成するか
否かをユーザに問い合わせることを特徴とする請求項２に記載の管理装置。
【請求項４】
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　前記再構成手段により仮想デバイスを構成する実デバイスが再構成された後、複数の仮
想デバイスを構成する実デバイスを比較する比較手段と、
　前記比較手段による比較の結果において、実デバイスの構成が同じ仮想デバイスがある
場合に、前記実デバイスの構成が同じ仮想デバイスを１つにして管理するための管理手段
とを更に有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項５】
　前記実デバイスが有するオプション機能は、実デバイスに装着されるオプション機器が
有する機能であり、
　前記検出手段は、実デバイスに対するオプション機器の装着を検出することを特徴とす
る請求項１乃至４のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項６】
　前記オプション機器は両面ユニット、スタッカ、フニッシャ、サドルフィニッシャ、ペ
ーパーフォールディングを含み、前記属性は両面印刷、ソート印刷、ステーブルソート印
刷、製本印刷、Ｚ折り印刷を含むことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載
の管理装置。
【請求項７】
　前記実デバイスが有するオプション機能は、実デバイスにダウンロードされるオプショ
ンのデータおよび／またはプログラムが果たす機能であり、
　前記検出手段は、オプションのデータおよび／またはプログラムのダウンロードを検出
することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項８】
　前記オプションのデータおよび／またはプログラムは帳票フォーム、フォントデータ、
外字データを含み、前記属性は帳票フォームの場合に帳票印刷ワークフローであることを
特徴とする請求項７に記載の管理装置。
【請求項９】
　前記検出手段は、予め実デバイスが有するオプション機能が有効とされたか否かを検出
することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の管理装置。
【請求項１０】
　複数の実デバイスと、前記複数の実デバイスの有する機能を組み合わせた処理を提供す
る仮想デバイスを管理する管理装置であって、
　前記実デバイスが有するオプション機能が変更されたことを検出する検出手段と、
　前記検出手段により変更を検出したオプション機能に対応して有効となる属性が既に有
効である前記仮想デバイスを識別し、当該識別された仮想デバイスの構成を前記検出手段
によりオプション機能が変更されたことを検出された実デバイスを含めて再構成するか否
かをユーザに問い合わせる問い合せ手段と、
　前記問い合わせ手段による問い合わせに対するユーザの指示に基づき、前記仮想デバイ
スを前記検出手段によりオプション機能が変更されたことを検出された実デバイスを含め
て再構成する再構成手段とを有することを特徴とする管理装置。
【請求項１１】
　複数の実デバイスと、前記複数の実デバイスの有する機能を組み合わせた処理を提供す
る仮想デバイスを管理する管理方法であって、
　検出手段が、前記実デバイスが有するオプション機能が変更されたことを検出する検出
工程と、
　変更手段が、前記検出工程で検出されたオプション機能の変更に対応して、当該オプシ
ョン機能が変更された実デバイスが属する第１の仮想デバイスの属性を変更する変更工程
と、
　判別手段が、前記変更工程で変更された第１の仮想デバイスの属性と一致する属性をも
つ第２の仮想デバイスを判別する判別工程と、
　再構成手段が、前記判別工程で第２の仮想デバイスが判別された場合、前記第２の仮想
デバイスを前記検出工程でオプション機能が変更されたことを検出された実デバイスを含
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めて再構成する再構成工程とを有することを特徴とする管理方法。
【請求項１２】
　問い合わせ手段が、前記判別工程で第２の仮想デバイスが判別された場合、当該第２の
仮想デバイスを前記検出工程でオプション機能が変更されたことを検出された実デバイス
を含めて再構成するか否かをユーザに問い合わせる問い合せ工程を有し、
　前記再構成工程では、前記問い合わせ工程で問い合わせに対するユーザの指示に応じて
前記第２の仮想デバイスを前記検出工程でオプション機能が変更されたことを検出された
実デバイスを含めて再構成することを特徴とする請求項１１に記載の管理方法。
【請求項１３】
　前記問い合わせ工程では、前記第２の仮想デバイスを前記検出工程でオプション機能が
変更されたことを検出された実デバイスを含めて再構成した際に仮想デバイスが提供でき
る機能が制限される場合、その旨の内容を含めて当該第２の仮想デバイスを前記検出工程
でオプション機能が変更されたことを検出された実デバイスを含めて再構成するか否かを
ユーザに問い合わせることを特徴とする請求項１２に記載の管理方法。
【請求項１４】
　比較手段が、前記再構成工程で仮想デバイスを構成する実デバイスが再構成された後、
複数の仮想デバイスを構成する実デバイスを比較する比較工程と、
　管理手段が、前記比較工程で比較の結果において、実デバイスの構成が同じ仮想デバイ
スがある場合に、前記実デバイスの構成が同じ仮想デバイスを１つにして管理するための
管理工程とを更に有することを特徴とする請求項１１乃至１３のいずれか１項に記載の管
理方法。
【請求項１５】
　前記実デバイスが有するオプション機能は、実デバイスに装着されるオプション機器が
有する機能であり、
　前記検出工程では、実デバイスに対するオプション機器の装着を検出することを特徴と
する請求項１１乃至１４のいずれか１項に記載の管理方法。
【請求項１６】
　前記オプション機器は両面ユニット、スタッカ、フニッシャ、サドルフィニッシャ、ペ
ーパーフォールディングを含み、前記属性は両面印刷、ソート印刷、ステーブルソート印
刷、製本印刷、Ｚ折り印刷を含むことを特徴とする請求項１１乃至１５のいずれか１項に
記載の管理方法。
【請求項１７】
　前記実デバイスが有するオプション機能は、実デバイスにダウンロードされるオプショ
ンのデータおよび／またはプログラムが果たす機能であり、
　前記検出工程では、オプションのデータおよび／またはプログラムのダウンロードを検
出することを特徴とする請求項１１乃至１４のいずれか１項に記載の管理方法。
【請求項１８】
　前記オプションのデータおよび／またはプログラムは帳票フォーム、フォントデータ、
外字データを含み、前記属性は帳票フォームの場合に帳票印刷ワークフローであることを
特徴とする請求項１７に記載の管理方法。
【請求項１９】
　前記検出工程では、予め実デバイスが有するオプション機能が有効とされたか否かを検
出することを特徴とする請求項１１乃至１４のいずれか１項に記載の管理方法。
【請求項２０】
　複数の実デバイスと、前記複数の実デバイスの有する機能を組み合わせた処理を提供す
る仮想デバイスを管理する管理方法であって、
　検出手段が、前記実デバイスが有するオプション機能が変更されたことを検出する検出
工程と、
　問い合わせ手段が、前記検出工程で変更を検出したオプション機能に対応して有効とな
る属性が既に有効である前記仮想デバイスを識別し、当該識別された仮想デバイスの構成
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を前記検出工程でオプション機能が変更されたことを検出された実デバイスを含めて再構
成するか否かをユーザに問い合わせる問い合せ工程と、
　再構成手段が、前記問い合わせ工程で問い合わせに対するユーザの指示に基づき、前記
仮想デバイスを前記検出工程でオプション機能が変更されたことを検出された実デバイス
を含めて再構成する再構成工程とを有することを特徴とする管理方法。
【請求項２１】
　請求項１１乃至２０のいずれか１項に記載の管理方法の工程をコンピュータに実行させ
るためのプログラム。
【請求項２２】
　請求項２１に記載のプログラムを記憶したコンピュータで読み取り可能な記憶媒体。


	header
	written-amendment

